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例言

1本 書は長野県飯山市大字旭西黒川5060-4ほ かに所在する南條=遺跡ゐ緊急発掘調査

報告書である。

2調 査は、飯山市道5-106号 線における特豪代行道路改良工事に伴い、長野県飯山建

設事務所 より委託された飯山市(担 当教育委員会生涯学習課)が 実施 した。

3南 條=遺跡は、当初周知の埋蔵文化財包蔵地東源寺遺跡に近接 していることか ら、東源寺

遺跡 として調査 を実施 したが、遺跡の主体が東源遺跡 とやや距離をおいていること、近

接 して正行寺およびその前身 として勝願寺が存在 していた とされる場所であることこと

から将来混乱を招 くと考え、集落名か ら 「南條遺跡」 として報告するもの とし、今後 も

踏襲 してい くこととする。

4調 査 は、平成11年5月 に実施 した確認調査 を もとに、平成11年6月25日 よ り同年

8月2 .6日 まで実施 した。 なお、補 遺調査 として細部測量や空撮 を9月13日 まで実施

した。

5今 回の調査 で検 出 され た もの は次の とお りで ある。

時代 遺構 遺物 備考

中 世 掘立柱建物趾5

竪 穴 遺 構1

井 戸 趾5

土 坑2

中 ・近世陶磁器 ・土器

金属製品 ・石製 品 ・木

製品

弥生式土器溜 まり1

(本稿では未記載)

6発 掘調査 にかか る組織 は以下の とお りである。

発掘受託者

調査主体者

事 務 局 長

事務局次長

事 務 局

〃

〃

〃

小山 邦武

清水 長雄

石澤 雄司

平野 英孝

山室 茂孝

伊達 信寿

望月 静雄

藤沢 和枝

(飯山市長)

(飯山市教育委員会教育長)

(飯山市教育委員会教育次長)

(飯山市教育委員会生涯学習課長)

(飯山市教育委員会生涯学習課社会教育係長)

(飯山市教育委員会生涯学習課社会教育係主査)

(飯山市教育委員会埋蔵文化財セ ンター主査)

(飯山市埋蔵文化財センター職員)

調 査 団 長 高 橋 桂

調査担当者 望月 静雄

(飯山市文化財保護審議会長)



作 業参 加者(順 不 同 ・敬称 略)
'樋 口栄 ・万場 義秋 ・高橋喜久治 ・岩井伸夫 ・小 沢キ クエ ・宮本鈴子 ・北川重機 ・

高橋 武 ・阿部 智子 ・近藤 とし子 ・丸 山ケエ子 ・川口 きみ江 ・小 境雅彦 ・望 月拓郎 ・

藤沢和枝 ・小 林正子 ・田村滉城 ・小境雅彦

整理作業参加者

小林正子 ・藤 沢和枝

7報 告書 の作 成 は、望 月静雄 ・小林正子 ・藤 沢和枝 が行 い、陶磁器 の一部実測 は常 盤井智

行が行 った。執筆 は第VI章 を高橋桂 が、1～V章 を望月静雄が行 い、全体 について高橋

団長 が校 閲 した。

8調 査から整理作業にあたっては次の諸氏 ・機関よりご指導 ・ご協力 をいただいた。記 し

て御礼 申し上げる。(順不 同 ・敬称略)

桐原健(長 野県考古学会会長)・ 笹本正治(信 州大学教授)・ 福 島正樹(長 野県立歴史

館)・ 吉原佳市(木 島平村教委)・ 南條=区(丸 山豊雄区長)・ 柳原地区公民館(柳 荘一

郎館長)・ 田中清見(飯 山地区公民館長)

9調 査 にかか る図面 ・遺物等 は飯 山市埋蔵文化財 セ ンター に保管 してい る。
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第1章 遺跡の位置と歴史的環境

第1節 遺跡の位置

南條遺跡 は、長野県飯 山市大字旭字西 黒川5060-4番 地 ほか に所在 す る(図1)。 旧行 政区

画 では、下水 内郡柳原村南條 であ り、昭和29(1954)年 の合併 に よ り飯 山市 となってい る。

千 曲川が、信濃 に残 す最後 の平 が飯 山盆地で ある。盆地底の標高が約320mを 計 り、東西

に6km、 南北 に16㎞ の規模 をもち紡錘形 を呈 してい る。盆地 は千 曲川 に よって東西 に二分

され、河東 地 区は木 島平 と呼ばれてい る。河西地 区は、飯 山有尾 か ら常盤戸狩 に向か って走

る長峰丘 陵 に よって さらに東西 に二分 され ている。東側 はかつ ての千 曲川氾濫源 の常盤 平、

西 は広 井川が形成 した外様 平が広 が る。

外様平 は、東 の標 高416mを 最 高峰 とす る低丘陵 の長峰丘陵 と、西 の信越 を分 かつ1000m

内外 の関 田山脈 によって画 されてお り、東西1.5km、 南北8kmの 狭長 な低地で あ る。飯 山

市合 併以前 は、この外様平 には南か ら柳原 村、外様村、太 田村が包括 されていた。

さて、 この外様平 を仔細 に観 察す る と、 関田山系か ら流 出す る河川 によって形成 され た扇

状地 と、谷状 な らび低湿地 が交互 に展開 してお り、 さらに、長峰丘陵 と同成 因 とみ られ る小

丘陵 もい くつ か点在 してい る。

南条遺跡 は外様平 の南側 を占める柳 原地 区南条 区に所在 し、長峰丘 陵の西斜面か ら低地 に

至 る個所 に立地 してい る。 西側 は広井川 に接 し、 さらに西側 には小丘 があって、それ に接 し

て昭和63年 開校 の飯 山市泉台小学校が ある。南側 は松 山 と呼 ばれていた丘陵(現 在 削平 され

て存在せず)が あ る。 さ らには正行寺 のある北側 も小丘 とな ってい る。 したが って 、総体 的

には西 の広井川 に接 し、周 囲 を小丘 によって囲 まれた凹地 に立地 してい る とい える。

第2節 歴史的環境

遺跡 の所在 す る南條=は、応安三年(1370)に 「水内郡常岩御 牧南条内五ケ村」 お よび 「水

内郡常岩南 条内後 閑 ・水沢 ・有尾 ・中曽禰」 と古文書 に記 され るの を初見 とす る。 ただ し、

この ときには村名 で はな く、常岩三条 の内 の一条であ る南条 とい う地域 を指 してい る もの と

思 われる。南條 が村 名 として現れ るのは近世 に入 ってか らであ る。 しか しなが ら、 この 中世

か ら近世 にかけての南條 は、数多 くの伝承が あるが明確 な歴史事 実 とい うものは きわめて少

ない。 ここで は、飯 山市誌歴史年表及 び山崎盈氏 「南条村 の素蓋 鳴社 と飯 山町の祇 園 につい

て」 を参考 に して南條二周辺 につい ての中世 ～近世 は じめ にかけての略年表 を掲載 す る。

年号 西暦 出 来 事

文安四 1447
蓮如上人が親鷲聖人の遺跡を訪ねて、藤ノ木に立ち寄ると伝え

る。後に榎御坊 と呼ばれる。

天正六 1578
御館の乱 上杉景勝、武田勝頼 と和睦。上杉景勝、岩井備 中守 ・

信能等に所領を宛が う。

一1一



図1南 條遺跡 の位置(1:50,000)
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天正九 1581
織田信長、勝願寺十六世善栄に信州南条 において山林境内寺領 を

寄付 し、これにより一寺建立 という。

天正年間
1573^一

1592

山口城主岩井信能、南條素蓋鳴社 を祈願所 とし、町の繁栄 をはか

ったと伝 えられる。また、天正十年岩井氏が飯山城代 になるに伴

ない、神輿を飯山城に担 ぎ入れ、いつ頃か有尾八幡社 に安置され

たという。

慶長三 1598
上杉景勝会津移封。東源寺 も移る(奥 州信夫郡上名倉村 尾崎三

郎左衛尉重誉)。

慶長五 1600 森忠政、勝願寺に寺領寄進。

慶長年間 関長門守が南条勝願寺の寺領を安堵。慶長3年 ・6年 説あ り。

慶長九 皆川代官佐久間勝之、勝願寺に寺領を寄進。

元和元 1615
勝 願寺、松平忠輝の招 請 に応 じて高 田の出雲 町に移 る。南條二は通

寺 となる。

元和年中 1615～23 城 内 にあった神 輿が、有尾八幡社 に移 される。

正保年中 1645前 後 南條二正行寺閑貞開基

i慶 安二
1649 南 条 ・笹 川 ・山 口 ・四 ッ屋 ・藤 野 木 ・大 川 村 で検 地 。

表2南 條周辺の中～近世歴史年表

この他 に も、 いろいろな伝承 もあ るが矛盾 が生 じて くるため に割愛 した。

これ らの事実や伝承 か ら、 中世末か ら近世 にか けての南條=は山 口城主岩井氏 の祈 願社 とも

なった素蓋鳴社が あった り、勝 願寺が存在 していた りか な り町 と して繁栄 していた と推定 さ

れ る。特 に、勝願寺 は今 回の発掘 地の北側 にあ る正行 寺の前 身である ことが間違 いの ない と

ころであ り、今 回の発掘地 はその勝願寺 門前 に位置す る こととなる。

第3節 周辺遺跡

本稿 で は、南条遺跡 に近接 した遺跡 のみにつ いて触 れるこ ととす る(図2・ 表1)。

1(仮 称)正 行寺北遺跡(6)

昭和60年 の詳細分布調査 によって発見 された遺跡 である。長峰丘陵裾部であ るが、 やや

小 高 くなってお り独立 した丘 陵状 を呈 している。西側 は広井川が丘陵崖下 を流れ る。詳細

は不 明であ るが、遺物 は縄文 時代各期 にわたる もの と思 われるが、表面踏査 で は縄文前期

土器 を主体 と してい るよ うである。 また、北側の低地 に も遺物 の散布 が認 め られ る。

2針 湖池遺跡(10)

古 くから知られている遺跡である。旧石器時代の石器片、縄文時代表裏縄文土器 ・押型

文土器 ・前期前半土器、弥生時代栗林 ・箱清水式土器、平安時代土師器 ・須恵器などが報

告 されている。
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一置

図2 周辺遺跡分布 図(1:25,000)
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番

号
遺 跡 名

旧

石

器

縄 文 弥 生 古 墳 奈

卑
平
安

中

世

備 考

(発掘調査年 ・特記事項)

草
創
期

早

期

前

期

中

期

後

期

晩

期

中

期

後

期

前

期

中

期

後

期

1 中 条 城 0

2 馬 の 峯 城
'

0

3 布 施 田 0

4 別 府 原 ● ● ● S43調 査

5 笹 川 0

6 正 行 寺 北 0 0

7 山 崎 ● ● S33調 査

8 法 寺 0 0

9 西 長 峰 ● ● S25調 渣

10 針 湖 池 0 0 0 0 ● 0 ● 0 H9.10調 査

11 大池古墳群 0

12 お 茶 屋 0

13 (仮)長 峰 O

14 長 者 窪 O 0 O

15 林 子 畑 0 0

is 黄 金 石 上 ● S38調 査

17 有尾古墳群 O 0
'

18 有 尾 ● ● ● ● ● ● ● 0 ● ● S24.27.35.62言 周i査

19 北 町 ● S58調 査

2U 飯 山 城 跡 0 ● H4調 渣.飯 山藩主居城

21 南 条 ● e e H11調 査

22 北 原 s ● ● s S53.56.58.59調 査 ・平 安期 鍛 冶炉

23 東 源 寺 0 0

24 鬼 ケ 峰 0 ○

25 小 佐 原 (D e ● S44調 渣 ・表裏縄文 ・平安木棺墓

zs 須 多 ヶ 峰 ● ● ● ● ● S40.41.45.H6調 査 ・方 形 周 溝 墓

27 鍛 冶 田 ● ● ● ● S54調 査

28 山 口 城 0

表1周 辺遺跡地名表
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平 成10年 、多 目的運動広 場造成 に際 して発掘調査 が実施 された(図3)。 その結果 、縄文

時代後期 と推 定 され る落 し穴(Tピ ッ トお よび長方形土坑)が 計49基 検出 され た。 また、別

の地点か ら弥 生時代後期 の円形 ・方形 各周溝墓 が計4基 検 出されてい る。落 し穴 は東 の針湖

池 に続いてお り、 また西斜面下 にも続 くと思 われ るこ とか ら、正行寺北遺跡 との関連 も想定

され る ところであ る。

3鶴 巻遺跡

すで に消滅 して しまった遺 跡であ るが、南條遺跡(21)と 東源寺遺跡(23)と の 問の円

形 の小丘上 よ り旧石器 時代 の石器片 がかつて採集 され てい る。

4東 源寺遺跡(23)

字名 か ら冠 した遺 跡名であ り、その名 の とお りかつ て東源寺が あった場所 といわ れてい

る。東源 寺は、文明8年(1476)に 尾崎政重が 隠居 した寺 で、 当初太 田五束 に建:てられた

とされ、その後南 条 に移 され た とい われる寺 である。 その後上杉氏 に したが って会津 ・米

沢 に移 されて、現在 は米沢 に現存 してい る。南条東源寺の地字 は広大 な面積 を有 してお り、

寺 跡の場 所 は現在 も不 明で あるが、 この地籍 内 よ り珠洲焼片が採集 され てお り、東源寺跡

の存在 もほぼた しか と思 われ る.

5北 原遺跡(22)

現在の飯山市立泉台小学校敷地から南側の微高地にかけて存在する。昭和53年 の県営圃

場整備事業並びに同58・59年 の統合小学校(泉 台小学校)建 設に際 して発掘調査が行われ

た(図4)。 その結果、平安時代の鍛冶炉趾群を中心 とした遺構が発見された。その状況

か ら専門的な鍛冶集団による作業場の可能性がある。

5小 佐原遺跡(24)

縄文 時代草創期 か ら早期 にかけての表裏縄文土器 で著 名 な遺跡であ る(図5)。 また、

弥生時代後期 の竪穴住居趾1軒 も昭和44年 の発掘調査で検 出されてい る。

なお、平成2年 には農村総合 モデル事業農村環境改善 セ ンター建設 に際 して発掘調査 が行

なわれ、平安 時代 の木棺墓1基 を検 出 し、供献 品 として灰粕 陶器長頚瓶1、 小 瓶1、 黒色

土 器4が 坑底 に置か れてい た(図6)。 掘 り方 も長径2mを 数 え、木棺 に打付 けてあ った

と考 え られる鉄釘 も発見 されてい ることか ら、かな りの有力者 の墓 だろう と推定 されてい

る。

6鬼 が峰遺跡(24)

小佐原 遺跡 と同一の丘 陵 に存在 してお り、南側 を小佐原遺跡、北半 を鬼 が峰遺跡 と して

いる。時期的な隔た りが あることか ら分離 した と思 われるが、埋蔵文化財包蔵地 と しては、

通称鬼 が峰の丘 陵全体 を遺跡 と して捉 えている。

鬼 が峰遺跡 は、平安 時代 の散布 地 と して登録 されている。
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図3 針湖遺跡遺構分布図.(1:1,500)

一7一



図4北 原遺跡除鍛治炉実測図(1:40)
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図5 小佐原遺跡回転縄文系土器(1:2) (廣1頼1981)
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図6 小佐原遺跡平安時代木管墓(1:40)
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第2章 発掘調査

第1節 調査に至る経緯

平成10年、県教育委員会 による 「平成11年 度公共事業等に係る埋蔵文化財の調査 について」

の照会により、長野県飯 山建設事務所 より飯山市柳原地区南条において道路改良の予定が提

出された。飯山市教育委員会整備の遺跡分布図では、対象個所に近接 して東源寺遺跡が存在

していた。そのため、県教委 ・専門家を交えて協議する必要があるど判断 し、7月23日 付で

県教育委員会文化財保護課長宛提出した。

同年月日

平 成11年1月13日 建設事 務所 よ り試掘調査 の積算 の依頼 受 け、 試掘面積300㎡ 、予算 を

853,000円 と した。

同年4月12日 飯 山建設事 務所長 と飯 山市長 との問で 「飯 山市 道5-106号 にお ける特 豪代

行 道路改 良事業 に係 わる埋蔵文化財発掘調査 委託」契約書 を締結 した。

同年5月26日 か ら5月31日 まで試掘調査 を行 な う。 その結果、、対 象内3箇 所か ら遺構i・遺物

が確 認 され、本発掘 の必 要性 が生 じた。 この ことにつ いて、6月4日 付 で完了報告書 を建 設事

務所 に提 出 し、約1600㎡ を対 象 として2ヶ 月間の発掘調査 の必 要 を報告 した。

6月16日 飯 山建設事務 所長 と飯 山市 長 との問で 「飯 山市道5-106号 における特 豪代行 道

路改良事業 に係 わる埋 蔵文化財発掘 調査委託」 契約書が締結 され、 さらに、7月21日 で変 更

契約が締結 された。調査 面積 は1000㎡ 以上、予算額 は5,695,000円 、調査 は飯 山市教:育委員 会

が行 うこ ととした。

第2節 調査経過

調査 日誌抄

6月17日

25日

28日

29日

30日

7月1日

2日

5日

7日

夜 、南 条公 民館 において地元説 明会 開催 。南條=区長 ・地区公 民館 長 ・活性 化 セ

ンター企画員 ・地権者等 出席。

発掘調査 の開始 に伴 い調査 開始式 を開催。調査 開始。

調査 対象地 内 を走 る通称法寺街道 の東側 を3区 として調査 に入 る。遺物 ・遺構

僅 か に出土す る。

H区 精査 。 グ リッ ト設定。

日中は晴 れたが、朝豪雨 のため中止。全 国的 に集 中豪雨で各 地区被 害あ り。

10時40分 頃雨 のため一次 中止決定。午後再 開。1区 水 中ポ ンプによ り排 水作業。

H区 ジ ョレンによ り精査 。1棟 の建物趾確認 。 また、井戸 と思 われ る土坑 も確

認。柱 穴調査 開始。

1区 排水 作業。H区 柱穴調査 続行。 ほぼ完掘。

降雨の ため足場が悪 く皿区に入 る。 皿区の グ リッ ト設定。

皿区続行 。遺構朋 確 に確認で きず。H区 柱 穴調査 。
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8日1区 排水 の ため設 定 した溝 の残 土処理作業 。 グ リッ トを設 定す る。工事 用 セ ン

ター杭NQ4か らセ ンター杭 を見通 して4mグ リッ トとした。 ジ ョレンが けに入

る。

9日1区 グリ ッ ト設定継続。完了。1区 調査 に入 る。

13日1区 降雨 のため足元が悪 く3区 に入 る。柱 穴 と思 われ る遺 構掘 り下 げ。2×3問

と思われ る建物趾調査。B-4検 出の土坑井戸趾の可能性あ り、青磁 出土。

SK1と す る。B-3区 も同様 に井戸趾 か。SK2と す る。

14日 皿区SE1・3を 中心 に調査 。SK3の 確認 面 よ り5c物下位 か ら珠洲焼i甕片 出

土。45cm下 位 中央 よ り珠洲焼 片 口鉢片 出土。

午後 、1区 西端 よ り調査 再開。 中世 の褐色柱 穴 を5cπだけ掘 り下 げる。弥生

土器片集 中個所 があ り、複合 して判別が難 しい。

23日

26日

27日

8月2日

3日

12日

13日 ～17日

18日

26日

30日

9月13日

H区 全体写真撮影のため清掃。II区の井戸趾掘 り下げ完了。木製品等出土。

H区 全体清掃。全体写真撮影。皿区平板測量。

皿区平板測量続行。 レベル着手。1区 精査。

1区 柱穴掘 り下げ続行。

午後4時 より現地一般公開開催。約100名 参加。

1区 柱穴掘 り下げ続行。

休み

調査再開

調査終了式

遺構空撮実施

補充調査完了

第3節 調査

対象地 は畑 の中に新設 される道路 で、本調査 に先立 つ試掘調査 によ り、対 象地 において3

箇所で遺跡 の存在が確認 されていた。 そのため、1ん 皿区 に分 けて調査 を実施す るこ とと し、

グ リッ トの設定 も各 区 ご とに行 うこと とした(図7)。1区 は市 道5-320号 脇 の道路 セ

ンター杭 か らKA1-2セ ンター杭 を見 とお して設定 した(図8)。 グ リッ トは4mで あ る。

1工区は幅杭 か らセ ンター杭 を見通 して設定 した(図9)皿 区 は、市道1-210号 線上 に位 置

してい るセ ンター杭 か ら直近 のセ ンター杭 を見 とお して グリ ッ トを設定 した(図9)。 いず

れ も4mグ リッ トであ る。

表土 は、バ ックホ ーによ り除去す るこ ととし、残 土は調査 区内の遺構 の認め られ ない個所

にまとめ ること とした。

なお、1工区 はやや微 高地で水 はけ も良か ったが、1区 並 び に皿区は水 はけが悪 く天候 の不

順 なこ ともあ り、水 中ポ ンプを常備 しなが らの調査 であ った。
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図7南 條遺跡調査地区地形図(1:2,500)
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図81区 グリッ ド設定図(1500)
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図9H・ 皿区グ リッ ド設定図(1:500)
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第3章
、虫

想 構i

第1節1区

検出 された遺構iは、掘立柱建i物杜3、 竪穴遺構1、 井戸趾1、 土坑2で あ る(図10～12)・

建物趾 は3棟 以上 ある もの と思 われるが、雨水 が長期 間溜 まっていたため に遺構 が崩れ た り

したため に明確 に し得 なかった。

第1号 掘立建柱建物趾(1-SB1)(図11・13)

B～D-4・5に 位 置す る。径1m前 後 、深 さ60c窺の柱 穴で、建物 の柱 穴 とす る にはか な り

大 きい。 また、柱 問寸 法 も桁行2.5mか ら4m、 梁行5.4mを 計 る。規模 は4問 ×1問 と細長 い・

規模 や柱 問寸法 か らも建物 とす るにはやや躊躇す るが、周辺 の柱 穴 とは大 きさが歴然 と異 な

り、 また直線 的 に延 びる こ とか ら一軒建物 として捉 えてお く。P1か らは硯 や石造 品が 出土

してい る。

第2号 掘立柱建物趾(1-SB2)(図11・14)

B-5～8に 位置す る。建替 え もし くは重複 している可 能性 があるが、本稿 では一軒 の建

物 として報告す る。規模 は4問 ×1間 で、柱 問寸法 は桁行2～2.2m、 梁行3.8mを 計 る・

第3号 掘立柱建物趾(1-SB3)(図11・15)

D-6～8に 位置す る。調査 区外 に延 びる と推 定 され るために規模 は不 明であ るが、4問

×1問 もし くは5問 ×1問 と推定 され る。本建物趾柱 穴の4箇 所か ら柱痕が検 出されている・

1号 井戸趾(1-SE1)(図11・16)'

C-9区 に位置 す る。 ほぼ円形 の平面 プ ランをもち、径 は約2.30mを 計 る。急斜 で掘 り込

まれてお り、特別 な施設 は認め られない。深 さは約4.5mま で掘 り下 げたが 、湧水が あ り壁

が崩れて危険であったためにそれ以上の調査 を断念 した。覆土中に自然木が大量 に薙げこま

れた ような状況 で検 出 されている。

1号 土坑(1-SK1)(図11・16)

C-2区 に位 置す る。3.50mの やや不整 であるが、いわゆる方形竪穴 と呼称 される遺構1に

類似 する。壁 は ほぼ垂 直 に立ちあが り坑底 もほぼ平坦 である。東壁及 び南周辺 にピッ トが認

め られ るが、東 壁 ピ ッ トは時期 的 に新 しく、南周辺の ピッ トも関係す るか どうか は不 明で あ

る。

覆土中 よ り、 中国磁 器、珠洲系陶器、瀬戸 ・美濃系陶磁器、、樟秤 のお も りな ど数多 くの遺

物が出土 してい る。

2号 土坑(1-SK2)(図11・16)

C-16に 位 置す る。2.8×1.5rnの 楕 円形 を呈 し、深 さは326窺を計 る。覆土 中 には人頭大

の礫や拳大 の礫が坑底 にず り落 ちるよ うに入 り込 んでい る。壁 は比較 的急斜であ る。遺 物で
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図101区 遺構全体図(1:400)
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図111区 遺;構分布 図(1:160)
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図121区 遺=構分布図2(1:160)
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図131区1号 掘立柱建物趾(1-SB1)(1:100)



図141区2号 掘 立柱建物趾(1:SB2)(1:100)
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図151区3号 掘立柱建物趾(1-SB3)(1:100)
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図161区1号 井 戸 趾(1-SE1)・1・2号 土 抗(1-SK1・2)(180)
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図171区1・2号 溝 趾(1-SD1・2)(1:100)
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は瀬戸美濃 陶器瓶(15)、 肥 前陶器皿(48)な どが出土 してい る。

本遺構 の南北 に溝状 の遺構 があ り、 あるいは本遺構 と関連 す るのか もしれ ないが 明 らか に

で きなか った。

1・2号 溝趾(1-SD1・2)(図11・17)

C・D-11・12区 に位置す る。調査 区で は切 りあい関係が わか らなか ったが、1号 溝肚 は覆

土が黒色土 、2号 溝;吐は黒褐色土 で2号 溝趾が新 しい もの と考 え られ る。1号 溝趾 か らの遺物

はなか った。2号 井戸趾 か らは肥前 系陶器破片が 出土 してい る。

第2節H区

H区 は西側 が急 速 に低地 となる微 高地 にあ り、水 はけ も良い場所で あった。検 出 された遺

構 は、掘立柱建物趾 一棟 のみである(図18)。 この地区 は遺物 の出土 は皆無で あった。

1号 掘立柱建物趾(II-SB1)(図18・19)

4問 ×2問 の建物 で、柱 間寸法 は桁行2.5m、 梁行1.8～2m、 規模 は10.5×3.9mで あ る。

総柱 であ り、周 囲 には庇 が付属す るもの と考 え られ る。 なお、東 南側 に柱穴が多 く検 出 され

てお り、 この建物 の一部 となるか、あ るいは付属建物 と思 われ る。

また、建 物 内の北 東側 に井戸趾 が検 出 され てい る。1.8m前 後 の ほぼ円形 であ り、上部 は

かな り開いてい るが 中ほ どよ り径90c物程 の 円形 の掘 り方 とな る。 湧水 が あった こ とと、 下部

が狭 小で あった こ とか ら底ま では検 出で きなかったが、深 さ2mま で検 出 してい る。覆 土 下

部 よ り木製 品(木 材 片)が 検 出 され たが、小片 であ り図示 し得 なかった。

第3節 皿区

II区 の東方 、市道1-210号 線 の東側で ある。黒色 土が約150cπ 堆積 してお り、II区 よ り現

状 は高位 にあ るが確認 レベルではほ とんど変わ らない。確認 された遺構 は、掘立柱建 物趾1

棟 、井戸趾3基 、凹地状竪穴遺構1基 で ある(図20)。

1号 掘立柱建物趾(皿 一SB1)(図20・21)

3問 ×2問 の総柱建物 で、柱 問寸法 は桁行2.5～3、 梁行2.2～2.5mで ある。規模 は8.2×4.7m

を計 る。

1号 井戸趾(皿 一SE1)(図20・22)

A・B-3区 に位置 す る。2.7×2.3祝 の不整 円形 を呈 し、二段 になってい る。深 さは50c窺 と

浅いが、現在で も壁際 か らの出水 があ り、排水 ポ ンプ を使用 しなが ら調査 を実施 した。 出土

遺物 はない。

2号 井戸趾(皿 一SE2)(図20・22)

1号 井戸趾 の南側 、B-2区 に位置 している。規模 は小 さ く、0.9×0.64mの 楕 円形 を呈す る。

深 さは54cmと 浅 いが 、1号 井戸趾 と同様 に壁際か らの出水 があ る。

3号 井戸趾(皿 一SE3)(図20・22)

1・2号 井戸 趾 に近接 したB-3・4区 に位 置す る。径1.3mの 円形 プラ ンを呈 し、深 さは80

cmを 測 る。出土遺物 は、覆土 中、確認面 より56物 下位 か ら珠 洲系 陶器が出土 してい る。
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図18H区 遺構分布図(1:160)

一26一



図1911区1号 掘 立柱 建物肚(H-SB1)(1:100)
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図20皿 区遺樽分布図(1:160)
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①10qDBS一佃物建柱立掘号ユ区皿
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図22皿 区1・2・3号 井 戸 趾(皿 一SE1・2・3)凹 地 伏 陛 竪 穴 遺 構(皿 一SK1)(1:40)



1～3号 井戸趾 は深 さな ど規模か らして も井戸趾 とす るにはため らう部分 もあったが、現在

で も常時壁 際か ら出水が あ り、お よそ1時 間 もす れば確認 面 よ り20c舵下位 まで一杯 に なる状

態であ ったため、貯水 用の施設以外 考 え られない と判 断 した。

凹地状竪穴遺構(皿 一SK1)(図20・22)

C・D-3区 に位 置す る。4×2.6mの 不整楕 円形 を呈 す る竪穴状 の遺構 であ る。 深 さは約

20c窺と浅 く、壁 も皿状 になだ らかで ある。坑底 や壁 に不規則 にピ ッ トが認め られ るが、杭 を

打 ち込 んだ と思 われ る径10c郷 ときわめ て小 さな ピッ トもある。
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第4章 遺 物

第1節 陶磁器

本稿 では、出土 した陶磁 器 を中国輸入磁器、 国産陶磁器 に大別 し、 さらに国産陶磁器 は、

瀬戸 ・美濃系 陶磁 器 ・肥前系 陶磁器 ・珠洲系 陶器 のみ に分 けて記載 してい る(図23～ 図26)。

報告段 階においては充 分 な作 業 を行 ってい ないために、遺構別 ・器種別等 の分類 は今後実 施

したい。

1中 国 磁 ・器(図23・PL13)

僅 かではあ るが中世の輸入磁器が 出土 している。総数6点 を数 えるが、 その うち図示 し得

たの は2点 であ る。他 は写真 で掲載 した(PL13)。 図示 した1は 白磁皿 で、菊皿 になるの

か も しれ ない。粕 は全 体 に施 されるが、高台畳付 は箆 で切 る。高 台内には二重界線 の中 に天

下太平 を染付粕 で書 く。E-4ピ ッ ト1出 土。2は 青磁碗 であ る。胎土 は灰 白色 を呈 し、灰

緑色 の粕 が施 され る。外面 には線描 蓮弁文 が施 される。SK1出 土。PL13-3は 青磁蓮弁

文碗であ る。1区C-5ピ ッ ト1出 土。PL13-4は 青磁椀 で、色調 か らも図 一2と 同一個

体 と思 われ る。SKIの 出土。写真 一5は 白磁 の生掛 け碗であ る。同 じくSK1か ら出土 して

い る。PL13-6は 染付 皿で、 内 ・外 面 ともに一 重線 が染 め付 け られる。SK1か ら出土 し

てい る。

以上 の うち、PL13-3は14世 紀 を中心 と した年代、他 は15世 紀後半か ら16世 紀代 に比定

され よう。

2国 産 陶 磁 器

1)瀬 戸 ・美濃系陶磁 器(図23-3～17)

瀬戸 ・美濃系 で は、皿 ・向付 ・碗 ・瓶 ・水滴 ・播鉢 な どがあ る。3・4は 灰粕皿 で、4は 内面

底部 の粕 が はが されてい る。5は やや くす んだ濃 緑色 を呈す る。SKIの 出土 。6は 内湾す る

口縁 で、削 り高台、粕 は内面 と外面 口縁部分 のみに施 される。7は 緑色 の銅緑粕が、8は 黄粕

が施 される。6はSK1の 出土であ る。9は 鉄粕 の小杯、10は 灰志野粕皿であ ろう。削 り高台

で ある。SK1の 出土。11は 志野向付 で、総掛 けされ る。12は いわゆ る天 目茶碗で、 内面及

び外面胴下半 まで鉄粕がが施 される。高台 は削 り込 みに よ り作 り出され る。13～15は 鉄粕 の

瓶 である。16は 鉄粕揺鉢 である。 これ らについては、小野正敏氏か らご教 示 をいただいた る

が詳細 につ いて触 れるこ とが で きなかった。 これについ ては改めて稿 を起 こしたい。

2)肥 前系陶磁器(図23-18～ 図25・93)

肥前系陶磁器 は、本遺跡出土 陶磁器 の大半 を占める。図化 で きるものは大半 を図示 したが、

まった く同様 な ものにつ いては時 間的都合 に より1点 で代表 させ た。

種別で は皿 ・碗 ・揺鉢 な どが ある。陶器皿で は、重ね積み焼成 において胎土 目積 みの もの

(24・25な ど)と 砂 目積 みの もの(26な ど)が ある。
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図23出 土陶磁器1(1:4)
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図24出 土陶磁器2(1:4)
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図25出 土 陶磁器3(1:4)
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陶器 で は19か ら22の 灰粕碗 、23の 青絵付 の碗 があ る。46・48は 白濁粕 に刷毛 目 ・す り絵文

様 がつけ られ る。いず れ も砂 目積 み痕 が4及 び3認 め られ る。47は 小鉢で、黄灰色 の粕 に鉄粕

絵付 が施 され る。50は 、皿 で緑灰色 の粕 が掛 け られ、内面折 り返 し口縁部 に白色 の絵付 けが

なされてい る。54か ら73は 鉄粕揺 鉢で ある。 口縁形態 では、内面 に隆帯 をもつ もの54)、 内

側 に突起す る もの(55～57)、 内側 にお りかえされ るもの(58)、 外側 に折返 され るもの(59・

60)、 この他 図示 し得 なか ったが54と 逆 に外反 して、外側 に隆帯 を持つ ものな ど多様 な口縁

形態が ある。 これ らはいずれ もロクロ成形で 口縁周辺 にのみ鉄粕 を施す・底部 は回転 糸痕 を

とどめる(73)。 また、胎土 目痕 も内外面 にとどめている。

磁器 では、 白磁碗 、染付碗 ・染付 皿 ・染付瓶 ・青磁香炉 ・染付大皿 な どが ある(74～92)。

90は 白磁粕 に僅 か に染付 が認め られ る。

3)珠 洲系陶器(図26・94～99)

1区 及び 皿区か ら僅 かで はあるが珠洲系 陶器 が出土 して.いる。 出土総数8点 で、 図示 しな

か った2点 は皿区か ら出土 した片 口鉢 である。

94か ら98は 甕であ る。94は 唯一 口縁形態 がわか る資料 で、肥厚 する ことな く、 くの字状 に

外 反す る。99は 片 口鉢で 、内面 に鋭利 な櫛歯原体 を用 いた卸 し目が1単 位15条 入 れ られて

い る。95は1区SK1、96・98は1区 、94・97・99は 皿区3号 井戸趾(SE3)の 出土で ある。

1区 出土 の珠洲系陶器 は、年代 を確認 で きるような資料 はない。1区 出土 の94の 甕 は口縁

形態か ら明 らかに古相 を呈 してお り、珠洲系 陶器編年 に当てはめればH期 、13世 紀前半 に

位置付 け られる。 また、 皿区出土 の片 口鉢(99)は 、卸 し目の状 況か らIV期 乃至V期 、14～

15世 紀 に位置付 け られ る もの と考 え られ、1区 よ りもやや時期 的 には古い ようにうかが える。

4)内 耳土器(図26・100.101)

内耳鍋 と言 われてい るもので、1区 よ り破 片で十数点出土 しているが 、図示 し得 たのは2

点 のみであ る。100は 、推定 口径33.6c窺、器高9.76窺を測 る。101は 内耳部分が欠失 してい るが、

推定径35c窺 で、1と ほぼ 同様 の法量 と思われ る。茶褐色 を呈 し、胎土 に砂粒 を多 く含 む。表

面 には煤 が多 く付着 してい る。内耳土器 は時代 が新 しくなるにつれて・器高が浅 くなる傾 向 を

示 してお り、15・6世 紀 の内耳土器 の編年か らす れば、 その最 も新 しい時期、す なわ ち16世

紀後半 に編 年 され るもの と思われ る。

第2節 石製品 ・金属製品 ・木製品

1石 製 品(図27～29・ 図31-3)

石製品で は、石製鉢、石 臼、砥石、軽:石、硯 が出土 してい る。図示 した他 に も石臼片 は多

く出土 してい る。

(1)石 製鉢3点 出土 してい る(図27)。1は 安山岩系 の石 質で、す り鉢であ る。内面 に磨

耗 痕が認め られ る。全体の約1/3遺 存 。2お よび3は 掲 き臼である。多孔質の安 山岩製

で、外面 は敲打 によ り粗 く仕上げてい る。すべ て1区 出土。2はSD1の 出土 であ る。



図26出 土 陶磁器 ・土器(1:4)
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(2)石 臼4～6は 石 臼である。・4は上臼で、遺存率 は20%。 裏面 の溝 は磨耗 してほ とん

ど残 されてい ない。挽 き手穴 があ る。5は 下 臼で、60%の 遺存 率。細密 な溝 で20数 条

認め らきれ、6分 画 と思 われる。6は 上 臼で、約25%の 遺存率。裏面 の溝 はやは り磨耗

して いてほ とん ど残 されてい ない。 もの くば りの窪みが認 め られる。

(3)砥 石(図29)8点 出土 してい る。 いず れ も長方体 を基本 とす る もので、かな り使 い

込 んでい るの もあ る。本稿で は、荒砥 ・中砥 ・仕上砥 に分類 しなかったが、大 半が仕

上 げ砥 だ と思われ る。 なお、すべ ての砥石 に線状痕 が認 め られる。6の み 皿区出土 で、

他 は1区 出土。

(4)軽 石(図29-9)1点 のみ出土 してい る。使 用 目的 は不明 だか、表 ・裏面 ともに磨面

が認 め られ る。1区B-4・P3出 土 。

(5)硯(図31-3)1点 のみの出土 であ る。粘板 岩製の黒色の硯 で、上 ・下端 をそ れぞれ

欠 く。裏面 には 「南 元阿弥 陀佛」 と金属工具で線刻 され てい る。 また、表 ・裏面 とも

不規 則 な多 くの線刻が な されてい る。 「南元 阿弥陀佛」 との前後 関係 は、先 に文字 が

書 かれ、後 に一部文字 を消す よ うな形で多 くの線が引か れてい る。SB1の ピ ッ ト4内

上部 か ら出土 してい る。

2金 属製品

金属製品 は、釘 類、飾 り金具、小柄 、竿秤等 が出土 している。鉄製 品は低湿地 にあ ったた

め錆 の付着が著 し く、原形が わか らない もの多 い。

(1)釘 等鉄製品(図30)1～9は 釘 であ る。10は 小柄 の刀部分 と思 われる。11～14は 鉄

製 品であるが名称 は不 明。13は 飾 り金具だ と思われ る。すべ て1区 出土 で、 ピ ッ トか

らの出土 が多 い。

(2)銅 製品(図31・1.2)1は 樟秤 のお もりで、重量 は36.89。 中国の五権の重量 と比 較

す る と 「両」 が37.39で あ る ことか ら、一部 欠 けている事 も考慮 す ればほぼ これ に一

致 す る。1区SKlか ら出土 している。本例 は、青森県浪 岡城跡 に出土例があ る・2は

小柄 であ る。竹 と思 われ る木の葉 に小鳥が止 まっている絵 を打 ち出 しによ り描 き出 し

てい る。 同 じくSK1か ら出土 している。

(3)銅 製容器(図31・3)推 定 口径38c窺 の大盤で ある。器高2.26物で、最大 器厚 は口縁

周辺で約3ππである。

3木 製品

1区 は低湿地 であ ったため に、柱痕 を中心 に多 くの木製 品が 出土 した。保存 について は、

その施設が ないため に自然乾燥せ ざる を得 なか った。そのために、いずれ も変形 して しまっ

ている。

(1)板 状木材 片(図32・1～3)い ず れ も1区1号 井戸趾(SE1)か ら出土 した ものであ る・



図27出 土石製 品1(1:4)



図28出 土石製品2(1:4).
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図29 出土石製 品3(1:4)

一41一



図30出 土金属製 品1鉄 製品(1:2)
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図31出 土金属製品2銅 製品 石製 品4(2:3・1:3・2:3)
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断片で あ り、用途 は不 明であ る。 この井戸か らは表皮がつ いた ままの広葉 樹系 自然木

が大量 に出土 してい る。直径 約10cmで 、長 さ1mか ら1.5mで 、特別 な加工痕 は認 め ら

れない。 図示 した もののみ加工 され た もの と判断で きる。

(2)柱 痕(図32-4～8)柱 穴 内 よ り出土 した もので4・5は 周 囲が朽 ちて しま ってお

り、柱材 とは思 われ ない ほ ど細 くなっている。6～8も か な り朽 ちてはい るが、直径

20cm以 上 を計 り、か な り太い柱 であ った こ とが伺 え る。すべ て下端 は錠 状 の刃物 で

やや尖頭状 に削 られている。4は1区B-8ピ ッ ト1、6はA-8ピ ッ ト1、7はD-8ピ ッ

ト2、8はD-8ピ ッ ト1の 出土であ る。

なお、図示 した以外 にも各柱穴 より多 くの柱痕 を検 出 した。保存施設が ないため に、

日陰 で 自然乾燥 に よ り保管 しよう としたが、試み は失敗 し多 くが ひび割れ等変形 して

しまった。
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番号 種類 器種
法 量

粕薬 文様等 胎土色 産地 遺存 遺物番号
口径 底径 器高

1 磁器 皿 6.6 白磁 染 付 白 色 中 国 IE4P1

2 磁器 碗 14.4 青磁 線蓮弁文 灰白色 中 国 ISK1

3 陶器 皿 9.8 5.7 2.9 灰粕 灰 色 瀬戸美濃 9/10 1

4 陶器 皿 10.2 6.2 2.3 灰粕 黒褐色 瀬戸美濃 9/10 IC4P2

5 陶器 皿 10.5 6.3 2.6 緑粕 暗灰色 瀬戸美濃 1/2 ISKI

6 陶器 皿 10.6 3.1 2.8 緑粕 灰 色 瀬戸美濃 7/10 ISKI

7 陶器 皿 10.6 灰粕 見込沈線 灰白色 瀬戸美濃 1/4 IE3P1

8 陶器 皿 7.6 緑紬 見込沈線 灰白色 瀬戸美濃 1/6 IA6P2

9 陶器 碗 6.6 鉄粕 淡灰色 瀬戸美濃大窯1 1/5 IE4P1

10 陶器 皿 11.9 6.5 2.6 灰白色 瀬戸美濃 1/3 ISK1

11 陶 ・器 向付 7.1 灰白色 瀬戸美濃 IB5P1

12 陶器 碗 4.8 鉄粕 灰 色 瀬戸美濃 1/5 IB5P1

13 陶器 瓶 鉄紬 淡灰色 瀬戸美濃 1/5 IB15P1

14 陶器 瓶 鉄粕 灰 色 瀬戸美濃 1/10 IB4P1

15 陶器 瓶 鉄紬 灰 色 瀬戸美濃 ISKl

16 陶器 揺鉢 9.4 鉄粕 淡灰色 瀬戸美濃 1/3 IC14

17 陶器 水滴 染 付 淡灰色 1/5 IA7

18 陶器 瓶 赤 ・青 染 淡灰色 1/4 IC4P5

19 陶器 碗 10.2 灰粕 灰白色 肥 前 1/2 IB7P2

20 陶器 碗 5.4 灰紬 灰白色 肥 前 1/3 IC9

21 陶器 碗 10.4 灰粕 灰白色 肥 前 1/3 ID7

22 陶器 碗 9.6 灰粕 灰 色 肥 前 1/4 IA6P1

23 陶器 碗 4.7 絵 付 淡灰色 肥 前 1/3 ISEl

24 陶器 皿 12.1 3.9 3.6 灰粕 灰 色 肥 前 1/3 IC6十B4

25 陶器 皿 11.2 5.5 3.4 緑粕 淡灰色 肥 前 4/5 IC14-1

26 陶器 皿 13.0 4.5 3.5 緑粕 淡灰色 肥 前 9/10 IC6-10

27 陶器 皿 12.5 淡灰色 肥 前 1/3 ID5P2

28 陶器 皿 4.3 茶褐色 肥 前 1/4 IB7

29 陶器 皿 14.0 4.4 3.5 緑粕 淡灰色 肥 前 4/5 ID9

30 陶器 皿 12.3 4.9 2.3 緑粕 灰 色 肥 前 1/3 IB7-2

31 陶器 皿 10.2 5.4 1.9 灰白色 肥 前 3/5 IB8P5

32 陶器 皿 3.8 黄褐色 肥 前 IA10

33 陶器 皿 4.1 ク 肥 前 ISK1

34 陶器 皿 21.8 肥 前 ISK1

35 陶器 皿 12.8 4.3 4.0 淡黄色 肥 前 3/5 IC71

36 陶器 皿 12.6 肥 前 ISK2

37 陶器 皿 13.1 4.3 3.8 灰 色 肥 前 1/2 IB73

38 陶器 皿 15.1 肥 前 IC6P10.11

39 陶器 皿 13.0 肥 前 IC7

40 陶器 皿 4.0 肥 前 IB7

41 陶器 皿 13.6 肥 前 IC7

42 陶器 皿 13.9 肥 前 IC6

43 陶器 皿 14.6 5.2 4.4 茶白色 肥 前 4/5 IC6.9

44 陶器 皿 13.0 4.6 4.3 茶白色 肥 前 2/5

表3出 土陶磁器 ・土器観察表1
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番号 種類 器種
法 量

粕薬 文様等 胎土色 産地 遺存 遺物番号
口径 底径 器高

45 陶器 皿 11.2 6.2 2.6 .灰 白 色 肥 前 IC7.10

46 陶器 皿 14.2 4.3 3.6 灰・白泥 三 島 手 灰白色 肥 前 9/10 IC6.14

47 陶器 小鉢 14.1 4.5 5.5 灰粕 斑 絵 淡黄褐色 肥 前 4/5 IC11.14

48 陶器 皿 4.3 三 島 手 暗紫灰色 肥 前 ISK1

49 陶器 皿 6.1 茶 色 肥 前 IB8P1

50 陶器 皿 4.8 茶 色 肥 前 IC13

51 陶器 皿 35.6 緑粕 染 付 灰 色 肥 前 IC11

52 陶器 鉢 10.4 紫灰色 肥 前 ID5P4

53 陶器 鉢 8.9 淡灰色 肥 前 IE4P1

54 陶器 鉢 9.0 淡灰色 肥 前 IE4P1

55 陶器 揺鉢 30.1 鉄粕 茶褐色 肥 前 ID14P5

56 陶器 揺鉢 31.4 鉄粕 茶褐色 肥 前 ISK2

57 陶器 揺鉢 33.0 鉄粕 茶褐色 肥 前 ISK2

58 陶器 揺鉢 28.9 鉄粕 茶褐色 肥 前 IC6.3

59 陶器 揺鉢 31.6 鉄粕 茶褐色 肥 前 ISK2

60 陶器 揺鉢 33.2 鉄粕 茶褐色 肥 前 ISK2

61 陶器 揺鉢 32.7 鉄粕 茶褐色 肥 前 IBgP6

62 陶器 揺鉢 鉄紬 茶褐色 肥 前 IC6

63 陶器 揺鉢 鉄 粕' 茶褐色 肥 前 IC6.8

64 陶器 揺鉢 鉄粕 茶褐色 肥 前 IC6

65 陶器 揺鉢 鉄粕 茶褐色 肥 前 ISK2

66 陶器 揺鉢 鉄粕 茶褐色 肥 前 ID5P2

67 陶器 揺鉢 鉄粕 茶褐色 肥 前 ISK2

68 陶器 揺鉢 鉄粕 茶褐色 肥 前 IB7

69 陶器 揺鉢 鉄粕 茶褐色 肥 前 IC6.7

70 陶器
.揺鉢

鉄粕 茶褐色 肥 前 IC14

71 陶器 揺鉢 鉄粕 茶褐色 肥 前 ISK1

72 陶器 揺鉢 鉄粕 茶褐色 肥 前 IB7.2

73 陶器 揺鉢 鉄粕 茶褐色 肥 前 IC7.2

74 陶器 揺鉢 9.0 鉄粕 茶褐色 肥 前 IC4P5

75 磁器 碗 10.4 灰白色 肥 前 IB8P5

76 磁器 碗 4.7 灰白色 肥 前 IB7P2

77 磁器 碗 10.6 灰白色 肥 前 工B7・2

78 磁器 碗 5.7 灰白色 肥 前 ID7P2

79 磁器 碗 10.4 青磁 線蓮弁文 灰白色 肥 前 IB7P2

80 磁器 碗 4.2 染 付 灰白色 肥 前 1/4 ICgP10

81 磁器 碗 10.6 染 付 灰白色 肥 前 1/4 IB7P1

82 磁器 碗 11.8 4.6 5.7 染 付 灰白色 肥 前 IB6P1

83 磁器 碗 13.6 染 付 灰白色 肥 前 IB5P4

84 磁器 碗 4.5 染 付 灰白色 肥 前 1/3 ID5P3

85 磁器 碗 5.0 染 付 灰白色 肥 前 IB6P1

86 磁器 碗 3.4 染 付 灰白色 肥 前 IA8P2

87 磁器 皿 2.7 染 付 灰白色 肥 前 IC5

88 磁器 皿 13.7 染 付 灰白色
'肥 前

IC7.2

89 磁器 皿 13.8 5.3 3.1 染 付 灰白色 肥 前 1/3 ISK2

表4出 土陶磁器 ・土器観察表2
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番号 種類 器種
法 量

粕薬 文様等 胎土色 産地 遺存 遺物番号
口径 底径 器 高 唱

90 磁器 皿 13.2 灰白色 肥 前 ISD1

91 磁器 皿 染 付 灰白色 肥 前 IC4P4

92 磁器 香炉 11.1 青磁 灰白色 肥 前 ID7P1

93 磁器 皿 35.8 10.2 8.3 染 付 暗灰色 肥 前 1/4 IC6・11

94 陶器 甕 暗灰色 珠 洲 皿SE3

95 陶器 甕 暗灰色 珠 洲 ISK1

96 陶器 甕 暗灰色 珠 洲 ID6

97 陶器 甕 暗灰色 珠 洲 皿B2・2

98 陶 ・器 甕 暗灰色 珠 洲 ID7P1

99 陶器 片口鉢 暗灰色
'珠 洲

皿D5P4

100 土器 内耳鍋 33.6 24.0 9.7 暗褐色 ID5P4

101 土器 内耳鍋 35.0 暗褐色 IC6

表5出 土陶磁器 ・土器観察表3
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第4章 成果と課題

調査 対象地 は長峰丘 陵の西斜面 にあた り、 当初 山麓地 と考 えてい たが、実際 に発掘調査 を

実施す る とか な り複 雑 な地形 ・地質地帯 であ り、 凹地 と微 高地 とが入 り組 んでい る こ とが判

明 した。1区 は湿地 帯 に近 い平坦地 で、東側 のH区 との 問は低湿地で あった。土地 の方 よ り

かつ て池が あった と教 示 を受 けたが、 おそ ら く周囲が微 高地で あ りこ こに集水 した ものであ

ろ う。H区 は微高地 であ ったが、 その さらに東 側の 皿区 は、黒色土が厚 く堆積 し、かつ ては

凹地で あった もの と考 え られる。

したが って、1区 ～ 皿区 はそれぞれ地形 的 に相違 してお り、厳 密 には同一遺跡 として捉 え

られない地形環境 を呈 している。

また、調査 にあた っては1区 か ら順次着手 し完了 してい く予 定であ ったが、天候不順 もあ

り、地形 要因か ら調査 区内が一面 プールの ように水 が溜 まって しまい、幾 日も水 没 した遺構

面 はかな り影響 を受 け、遺構が崩 れた りして しまった。そのため、調査 地区 を転 々 と移動 し

た り、崩 れて記録 に とどめ られない遺構二もい くつかあ った。

本稿 で は、その よ うな状況 のため調査記録 に不備 な面があるが、遺構 ・遺物 か ら明 らか に

で きた部分 お よび課題 につ いて整理 してお くこととする。

1区 一

1区 で、遺構 ・遺物 で注 目される ものに1号 土坑 と した方形竪穴 があ る。竪穴遺構 につ いて

はい くつかの論考 が あるが 、本稿 では1基 のみであ りその機 能論 については触 れる こ とが で

きないが、悼秤 のお も りや小柄 の出土 については遺構 の機能 に も関わって くる重 要 な発 見 で

ある。

出土遺物 には、陶磁 器 ・樟秤 のお も り ・小柄 な どが あ り特殊 な遺物 も含 まれてい る。陶磁

器 については、中国磁 器 ・瀬戸美濃陶器 ・珠洲系 陶器が ある。 中国磁器 につ いては、小破 片

であるが線蓮弁文 な どの文様 に よ り15世 紀後半 か ら16世 紀代 とした。 また、瀬戸美 濃陶

器 は、図23-6例 の よ うに大窯 皿期 に位置付 け られる ものあ り、全体 としては16世 紀 の後

半 か ら17世 紀前半 あ た りにその主体が ある もの と思 われる。

1区 内の他 の出土 遺物 をみれば、 中国陶磁 な どに若干古い もの も存在す る もの の、瀬戸美

濃陶器 や肥前 陶磁器 な どは、16世 紀後半か ら17世 紀 にか けての年代 が大半であ り、 その

主体 も17世 紀 は じめ におかれ る もの と考 え られる。 したが って、1区 の年代 は若干古 い時

期 の もの もあるが戦国時代 か ら近世の初め にか けての約100年 間が主体 と考 えられ る。

Il区

H区 は、1棟 の掘 立柱 建物趾のみの発 見であ り、遺物の出土 はなか った。 したが って、時

期 的 な判 断は下せ ないが、1区 の遺構の 状 況 など と比較す ると内容 ともに相違 してい る。 ま

た、建物趾 の中に井戸趾 が確 認 され、 これ を建物 の付属施 設 と して考 えた。類例 について は

調査 していないが 、建物 の規模 か ら も近世初期 の農 家跡 ではないか と推定 される。

川区

皿区 は、掘立柱建物趾 な らび に井戸趾 が確認 されている。遺物 は少 ないが珠洲系 陶器 など

が出土 している。珠洲系 陶器 については、図26-94の ように13世 紀代 に位置付 け られる も

のがあ る。 なお、図26-99は14～15世 紀 の もの と判 断 される。 したが って、1区 よ りは若
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干古 い年代 に営 まれた と考 えられ る。

以上、調査 によ り知 り得 た一端 について簡単 に触 れて きたが、1区 とH・ 皿区については・

遺構 、出土遺物 にも若干の差が認め られ た。1区 については、商業地 の機 能 も備 えた場所 と

考 え られ、II・皿区は農村 の一部 の可能性 が認め られる。時期 的にはH区 につ いては明確 で

はないが、 皿区 は遺物か らも1区 よ りも古 い と予想 される。

充分 な整理作 業 を経 ていないために詳細 な分析 がで きなか ったが、中世末 か ら近世 にか け

ての当該付近 は歴史的 に も重要 な地域 であ り、今後 とも鋭意究 明 してい きたい と考 えてい る・



第6章 ま と め

遺跡 は、飯 山市大字 旭字西黒 に所在 す る。昭和29(1954)年 飯 山市 に合併 す るまでは、下

水 内郡柳 原村南条 であ った。 この南条 とい う名称が、初 め て古文書 に登 場す るのは、 「歴史

的環境」.の項 で触 れてい る ように南 北朝動 乱期 後半の室町時代初期で あった。

ただ、初 めて登場 す る古 文書 には、 「水 内郡常岩御 牧南条 内五 ヶ村 」 とか 「水 内郡常 岩南

条 内……」 とある ように、常岩 牧 との深い関連 を示す名称 である。 だ とす れば、南条 なる名

称 は 「常岩牧」成 立期 まで さかのぼ る とみて よいであ ろ う。

この ような視 点で、外様平南 部 に位 置す る柳原地区 をみてみる と、飯 山地域 で主要 な平安

時代 の遺跡 がい くつか存在す る ことは注 目に値 しよう。南条遺跡 の西端 には、広 井川が北東

に向 って流 れ、 この広井川 の西 には小 丘があ る。 この小丘 の平坦面 には、 昭和53(1978)年

圃場整備事業 に伴 い調査 した北 原遺 跡が存 在す る。 この北原遺跡 は、平安時代 の鍛 冶炉趾 群

が検 出 された ことで著名 である。更 に、 この北原遺跡 の北方 には、別府原遺跡が あ り平安 時

代 の集落趾 として知 られてい る。「別府」 とい う地 名が残 されてい るこ とも、柳 原地 区の歴

史 を知る上で、重要 な意味 をもってい るもの とい えよう。

その他 、鍛冶 田遺跡、小佐原遺跡 で は平安時代 の墓趾が発見 され てい る。 中で も小佐原遺

跡 の墓趾 は、立派な木棺 をつ くって死者 を埋葬 してお り、副葬 品 も当時 としては貴重 品であ っ

た陶器類 が埋納 され てお り、有力者 の墓 と考 え られてい る。 これ らの遺跡 は、いず れ も9世

紀後 半か ら10世 紀前半 の もの とされてい る。従 って、 これ らの遺跡の存在か らみ て、柳原地

区の本格 的 な開拓 は平安 時代前期 か ら始 まった もの とい えよう。そ して、開拓の進行 は、 や

がて常岩 牧形 成へ の重要 な因子 とな った ものであろ う。

さて、南条遺 跡の存在す る付 近一帯 は、長峰丘陵の 中で も珍 しく、緩 やか な傾 斜 を示 しつ

つ外様平 の低 地へ と移行 してい る。 この緩斜 面で は、今 まで にい くつかの小遺 跡が発 見 され

ていたが、今 回の調査 区にあたる部分 で は、未発見 であ った。 しか し、遺跡 の存在 す る可能

性 が極 めて高い こ とか ら試掘調査 を行 ったのであ る。その結 果、遺構 ・遺物 が発見 され、本

調査 とな ったのであ る。

調査 の結 果は、第3章 遺構、 第4章 遺物 の所 で詳細 に記述 されている とお り、飯 山地域 に

とって初 めての中世末か ら近世初期 の遺構 ・遺物 の発見 となったので ある。

今 回の調査 では、当初、予想 もしなか った大 きな成果が あった。 そ して、今後私達 が鋭 意

追 求 していかねば な らない多 くの課題 を与 え られる こととなった。 このこ とにつ いては、第

4章 「成果 と課題」 で記述 されているので、 ここでは省略 したい と思 う。 ただ、蛇足 と知 り

つ ・若干感想 を記 してみ たい。

今 回の調査 で、中国磁 器、瀬戸美濃 陶器、珠洲系陶器、備前系陶器 な ど各地の陶磁器 を受

け入 れ使用す る段 階 まで、庶民が成長 していた ことは、当時 の飯 山地域の庶 民生活 を未 える

上 で、重要 な示唆 を私 達 にあ たえて くれ た とい えよう。

さらに、現在 の正行 寺の前身であ る勝願寺 門前 にあ たる1区 で は、商業の機 能 を示す遺物

が発見 されてお り、南 条地域が 中世末 ～近世初頭 にか けて、商業地 と して栄 えた可 能性 を示

している。 そ して、 この こ とは、 中世以降越後 との人々の往 来や物 質交流 が盛 ん に行 われた

富倉峠道 の存在が、大 き くかか わってい たこ とであ ろう。い うまで もな く、富倉峠道 は、南
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条地域 を通 っているのであ る。

今 回の調査 は、異常 天候 に悩 まされ た。調査 区の湧水、暑熱 との戦 いの 日々であった・

この ような悪 コンデ ィシ ョンの中、献 身的に調査 に協力 された作 業員の皆 さん に心 よ りお礼

申 し上げ る。
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南條遺跡上空より北を望む

南條遺跡並びに山口城(矢 印)
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W

1区 遺構空中写真1

1区遺構空中写真2
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ll区遺構空中写真

川区遺構空中写真2
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1区 調査区近景

1区 調査状況

1区 調査風景
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1区 1号 井戸趾

(SD1)

調査状況

1区 1号 井戸趾内

樹木出土状況

1区 1号 井戸趾
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1区1号 土 坑

(1-SK1)

1区2号 土坑

(トSK2)

1区1・2号 溝 状 遺 構

(SD12)
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1区 柱痕出土状況

1区 柱痕出土状況

1区 柱痕出土状況
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1区 柱痕出土状況

1区 樟 秤 の お も

り出土 状況

(SK1)
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ll区 作業風景

ll区 全体写真
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11 区 1 号掘立柱建物趾内1 号井戸趾 ( S E 1 )

11 区 井戸趾排水作業
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llI 区 全体写真

lII 区 井戸趾排水作業
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Ill区1号 井 戸 趾

(SE1)

ll1区2号 井戸趾

(SE2)

lll区2号 井戸趾内

珠洲系陶器

出土状況
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中国磁器

瀬戸 ● 美濃陶器

備前陶器
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備前摺鉢

内耳土器

珠洲系陶器

石製品
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叡冗 警勲嚢i響璃難

小 柄

硯

澄
甘

悼秤のおもり

銅製容器

柱 痕
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